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我部政男
明治の自由民権運動家馬場辰猪を評して、萩原延寿さんは、「性急な歩行者」と表現して
いる。中本正智さんもまた、私には、まぎれもなく、Ｆ性急な歩行者」であったように思え
る。
あまりにも早く、私たちの前から旅立たれてしまった。
その余りに早い旅立ちをあたかも暗示しているかのように、実に多くのお仕事を精力的に
なし遂げている。現地に足を運び、綿密な調査を基礎にしてうちたてられた数々の業績は、
後進の指標として、永くその光を送り続けるであろう。
東京都立大学の中本正智きんと比嘉政夫ざんのお二人は、琉球大学の学部を卒業して国内
の大学院に進んだ研究者の中では、最も大きな存在であった。少なくとも、私は大学院に進
みたいと考えていただけに、そう確信していた。当時、大学院進学に関する情報は、全くと
いっていいほど無かった。それだけに、二人の大学院生としての存在は、いかに刺激的で、
かつ厳然として眩しく輝いていたことか。
中本正智ざんの存在を意識するようになったのは、研究所の紀要（｢人文社会科学研究｣）
で、刊行きれたばかりの『琉球与那国方言の研究』の書評を所員の成田義光（現大阪大学教
授）ざんが執筆し、その校正ゲラを成田苔んに渡しに行ったときに始まる。当時、私は、大
学の余り希望の持てない任意の研究機関の事務処理みたいな仕事をしていた。確か、成田さ
んは、都立大学大学院の中本正智ざんは、琉球大学・国文科出身の言語学のホープで、これ
からの学問の担い手になると話きれた。『琉球与那国方言の研究』の重量感のある著書を手
にしながら、指導教授の平山輝男との共著とはいえ、琉球大学出身の大学院生が、著書を出
版することができると言うことは、私には想像をこえるできごとであった。紀要の表紙に印
刷することもあって、中本正智は、「なかもと.まきちえ」と言うことも、はじめて学んだ。
とかくその事実が、私にとって、大きな衝撃となったことは、言うまでもない。中本正智ざ
んの存在が確実に私の悩裏にインプットきれた。
中本正智ざんに、直接にお目にかかったのは、上京し大学院（東京教育大学）に籍を置い
た始めての年、成城学園の仲原善忠先生のお宅を訪問した時であった。仲原善忠先生亡き後、
「おもろきうし」の校訂作業をすすめておられた外間守善先生から、先輩にあわせるから来
るようにとの連絡を受けていた。仲原善忠先生の遺稿整理の仕事をしていた池宮正治ざん、
比嘉政夫ざんが、その日の案内役をしてくれた。早稲田大学大学院で研究を続けていた池宮
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正治ざんは、はじめての東京生活に早くなじむようにといろいろと指導してくれた。外間守
善先生は、私を中本正智さんに紹介してくれた。これが、噂に聞く中本正智ざんとの初対面
であった。中本正智さんは、夏休みに首里の琉球政府立博物館、琉球大学図書館で複写して
きたという「おもろきうし」のコピーと校正ゲラとを静かに見比べていた。注意深くしかも
丹念に、史料に没頭する姿勢が、今も強く印象に残っている。その日の帰り、成城学園駅近
くでコーヒーを飲んだことが記憶にある。その時の会話は、外間守善先生と沖縄タイムスの
由井晶子ざんの企画で、元旦の新聞で「沖縄学」についてそれぞれの専門・専攻の分野から
座談会をおこなうので、協力してほしいとのことであったように思う。座談会の後、その記
事が1966年の元旦の新聞の－面を大きく飾った。
その後も、沖縄文化協会の月例会で、中本正智ざんには、頻繁にお目にかかった。比嘉春
潮先生、金城芳子先生、崎浜秀明先生におめにかかるのもその時期である。その都度、中本
正智ざんは、「研究は、うまくいっているか、若い時に、自分の仕事はしておかないとな」
とあいそうよく語りかけるのが、口癖であった。大学院在学中は、いつも励ましの言葉をか
けてくれるし、都立大学の院生等と一緒に、新婚の家庭に招待されたこともあった。
中本正智さんの目を見張るような活躍が、しばらく続く。大きな存在が、ひときはかがや
きをます゜沖縄タイムス社の「伊波普猷賞」の授賞式の日には、琉球大学出身の若い研究者
が多く参会し、仕事のできる中本正智ざんを祝い、称賛した。「毎日出版文化賞」のＮＨＫ
のテレビのニュースは、朝の７時、奄美大島の加計呂麻の民宿で、中野好夫先生、高橋実
ざん、新崎盛暉ざんらと一緒にみたのが、不思議とはっきり印象に残っている。
中本正智ざんの風貌が、一段と風格のある精桿ざをましてきた時期がある。精力的に仕事
をしていた時期でもあろう。那覇の飛行場で、中本正智ざんだと思い挨拶をしたが、反応が
ない、さりとて無視しているようでもない。手入れの行きとどいたあご髭にも白髪が混じり、
ゴルバチョフざんのようでどこか外人ぽい。人違いをしたのかもしれないと思いつつも、ど
うもスッキリしない。到着後羽田で、北京に向け出発しようとしていた島尻勝太郎先生ご夫
妻にお目に掛かり立ち話をしていると、さっきのゴルバチョフざ人のようでどこか外人ぽい
紳士が、つかっかと立ち寄り、「島尻勝太郎先生ではありませんか」と声をかけてくる。は
からずも、島尻勝太郎先生を介して、改めて中本正智ざんの風貌の変化を確認することがで
きた。はるか数年後、その中本正智ざんが、法政大学の沖縄文化研究所の定例の研究会で、
精|旱ないでたちで、「ヨーロッパ研修報告」するのを拝聴する機会にめぐりあう。楽しかっ
たであろうヨーロッパの旅を歴史と風土と人を色濃くにじませた原色のスライドを用いて話
きれる中本正智さんの自信に満ち全身で笑うすがたは、鮮やかにも原色のまま映像のごとく
残っている。東ヨーロッパの都市が不思議と身近く感じることができた。
私が、山梨学院大学に移ってから間もなく、法政大学の沖文研のメンバーと箱根の温泉に
行った。中国・福建調査の打ち合せをかねての研究会でもあった。白乳色の温泉につかりな
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がら、二人で話をしていると、おもむろに湯から立ち上がり、中本正智さんは、今度の手術
の傷痕を示して、そっと触らせた。お腹の上にしるしされた長い傷痕であった。これで、す
べてはうまくいくと思ったのもつかのまで、それからしばらくして、再び入院された。病魔
は、あの傷痕の外に完全に追い払うことが出来なかった。その中本正智さんを思うとき、首
里の高台にあった琉球大学のキャンパス、仲宗根政善先生の記憶に残された方言調査に向か
う姿勢、琉球大学に集中講義にこられ、昔の友に囲まれて喜ぶ顔などが、重なって見えたり
する。すぐ近くにいて、はるか遠く旅立たれた人である。
「性急な歩行者」のように.'
1994年10月20日（'11梨学院大学教授）
’
う－じ（さとうきび）カット・中本正智
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